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総合学習の意義は「構造化能力一問題解決能力一実践力こ＝生きる力＿　であると捉えられた場合，
その意義を達成するために内容が有すべき条件として，‾課題性＿　r総合性＿　F共感・交流性」′発
展桂一　′集約性＿　‾実用性＿　の（うつが措定された㍉　身体運動文化は，これらの6条件を満たし，リ
アルな体験をさせ得ることのできる内容であると考えられたので，それを中核にしたプログラムを
作成した三ノミ　「ボールを投げろ」をテーマに作成したプログラムを6年生児童を対象に実践した。
その結果，作成したプログラムは，知識の量的拡大と質的変換に効果が認められ，P生きる力＿　の
育成に有効性が示唆される結果が得られたニ
キーワード：総合学習，身体運動文化，ボールを投げる，生きる力，授業研究，高学年児童
I．はじめに
新学習指導要領の完全実施を前に，各学校において
は，総合的な学習の時間の実践が緒についたところで
ある
しかし，総合学習の意義の検討や取り組むべき内容
の吟味が行われないままに実践されても，十分な成果
をあげることはできない1そこで，著者らは，総合学
習の意義を検討し，その意義さま「生きる力」の育成に
あり，その内実を　‾構造化能九　問題解決能力，実践
力＿　のまと去りであると捉えるのが妥当であると考え
た2′　また，総合学習の内容設定の原理として，′課題
性▼　‾総合性＿「共感・交流性」‾発展性＿　r集約性．ト実
同性＿　の6つを措定するのが妥当であると考えた㍉
さらに，総合学習の基本的な学習過程は，図1に示
すように　rF課題形成の段階ご→ア課題解決の段階』→
f内容の発展と総合の段階ニー→F内容の集約（共感・
交流）の段階ゴ←→ア課題解決結果の確認・応用と新た
な課題形成の段階』の発展的繰り返し」とするのが1
つの方法と考えられた㍉
子どもの興味・関心に基づく課題であり，上記の6
条件を満たし，リアルな体験が可能で，人間形成にも
意義ある内容として「身体運動文化」が考えられたニノi
そこで，身体運動文化の教育内容を「ゲーム，ボール，
運動，からだ．の4つのキーワードから措定し，上述
した総合学習の基本的な学習過程に基づいて了投げる
をテーマに，子どもの興味・関心の高いゲーム（遊び）
を中心に置いた，高学年向；ナの総合学習プログラムを
提案した2　3（付表1）ゥ
－33－
本論文は，作成したプログラムの実践結果を記述的
に事例として報告するものである。
lI．実践対象と時期
1．対象：6年生児童（男子15名，女子15名）
2．実施時期（実施時間数）：平成12年11月、平成
13年・3月（全25時間）
Ⅲ．授業内容と子どもの学習の様子
（1）第1段階二課題の形成
〇第1・2時
まず，第1・2時間目には，図2に概要を示す　バ
ウンドボールゲーム二　を楽しませ，その活動を通して
課題を形成させようとしたハ
このゲームは，コートの両端にヱ　ボールがはね返る
ようなネットを置き，攻撃側の投げたボールが敵に捕
えられずに，落ちた地点の得点の合計を競う遊びであ
る1＿　2人が投げ終わったときに攻守交代する、主た，
ボールをキャッチすれば，守備側にも得点を認めるこ
とで，より積極的に守備に／トかわろように仕組まれて
いろニ
バウンドボールゲームをしよう
・2人対2人
・ネットに当て，はね返ったボールが‘落ちた地点の得点が加
えられる．すぐに次のものが給って攻撃してよい．
・全ての攻撃はいつはじめても良い．（フリースローを除く）
・攻撃側は．交互にネットにボールを投げる．どこから投げて
も．持って走ってもよい．
・2人目が投げたボールが落ちた時点で攻守交代．
攻守交代後はすぐに攻撃に転じてもよい．
・5回の攻撃で終了．
・守盾側には．受けた地点の得点が加えられる．
・得点ゾーン以外はファールで，そこでのキャッチもアウト
・どちらのネットを使ってもよい．
・相手方プレーヤーへの意図的な妨害は反則とし．フリースローを与え．落
ちた地点の得点を加える．フリースローは3点ラインの外債から行い．そ
れに対する守備はできない．
図2　バウンドボールゲ一一ムの概要
ゲーム後，感想を自由記述させ，どのような課題が
記載されているのかを調査した。1以下は，ゲーム後の
児童の代表的な感想である。
・ボールががんたんに飛ぶので高得点がたくさんでた。
でも全部捕られてしまってがっくりだった。今度は高得
点を出したいです。
勝つためには投げ万と投げる強さだと思います。投げ
万がいいと真ん中にあたるし，スピードも出ます。投げ
る強さが強いと当てたときたくさん飛ぶからです。
（男子D．H）
・今日はする相手が代わり，とても変な感じがしました。
あと道具が違ったので，全然飛びませんでした。私は1
点も入らなかったので，悔しかったです。
勝つためには投げ万を変えればいいと思います。強く
投げて5点をとるが、フェイントをかけて少ない数字の
点をとるがです。　　　　　　　　　　（女子K．A）
・勝つためには．力強く投げてもっと遠くに投げるよう
にすること，相手に点をとられないようにすることだと
思った。これからもがんばろうと思う。（女子Y．N）
このゲームでは，遠くこはね返るような強いボー・ル
を投げることが相手の守備範囲を広げJ　捕球されず；二
一度に高い得点を得ることができることに／つな′う；る′＿
したがって，子ども達は，感想の中で書いているよう
に，勝つための工夫をするなかで，P遠くにはね返るよ
うな強いボールを投げたい　という切実な願い〔課題）
を持ったことが認められた
〇第3・4時
強いボーールを投げたい＿　という切実な願いを達成
するためには．ボールを遠くに投げる原理に気づかせ
る必要がある。そこでJ　大きさ，重さの異なる3／＿〕の
ボール（バレーボール（V．B），ソフトボール（S月），テ
ニスボーリレ（rIl．B））を提示して，「どのボールが一一番遠
くに飛ぶだろう？Jと発間し，その順番とそれぞれを
飛ばせる距離を予想させた。
その後，3つのボールを使い投距離の測定を行い
予想と比較させた。ポールの飛ぶ順番は，ほとんどの
児童がテニスボール，ソフトボ‾ル，バレーボール乃
順と正しく予想できたが，飛ぶ距離までを正軋こ当て
ることのできた児童は少なかった（表1主
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表1　3つのボーー→レの投距離（富は正しく予想できた記録）
名 前 （男 ） ㍉ レ七 、－ル ソフトボ ルー テニ祐　 一ル 名 前 （女 ） バ　 ン一石　 一ル ソフトボ ルー テ二1ニ　 ルー
M ．H 24．7111 26．711 36．4111 K ．0 13．1111 16．1m 17 91n
T．H I∠1．7 ③ 27．6 24．4 A ．N 7．5 曾 lj．コ ◎ 13．8
Y ．H 24．1 禍 ．4 39，4 K ．1 8．6 10．6 14．6
Y ．N 17．4 ⑥ 20．2 27．0 S．A 6．g 10．3 7，9
S．Y 苫 ・20．9 28．6 32．4 K ．A 16．2 ◎ 19．4 17．9
R．K 18．2 16．8 29．6 ’11．Y 8．3 8．7 12．6
R．Y 17．1 26．5 35．9 E，S 6．1 l（）．4 11．4
Y ．（‾） 2し）．ウ 2リ，3 34．2 Y ．M 7．S 9．2 12．6
K ．B 16．5 18．0 19．4 A ，0 14．8 21．8 25．5
Y ．N 富 ・ 14j 21．8 25．5 E．K 11．3 12．9 3 15．2
D ＿Y 私8 13．4 15．4 Y ．0 7．9 14．4 14．3
T．M 8．9 14．6 ⑤ 15．0 Y ．N 7，1 8．9 14．5
D ．H 1S，t） 23．6 2g．g E T 14．3 18．0 22．0
Y ．U 12．9 24．7 25，5 K ．K 8．4 雷　 9．7 富 ・ 12．9
A ．K 12．0 3 22．2 27．5 R．T lr＿）．5 （宣・ 15．1 15．4
ボーノレの飛ぶ順番とボーールの形状，各人の記録．子
供との話し合いなどから．次表のような3つの疑問を
解決するグルー1ブが結成された1
1址・・握れるボールの方が遠くに飛ぶのはな
ぜだろう？（8ノコ（）人）
2址・・軽いボー→ルの方が遠くに投げられそう
だ　なぜだろう？（13ノ〕00
3址・・人∴よって投距離が違うの注なぜだろ
う？（ウ／jOl、）
今回は，プログラム作成時に予想した上記以外の課
題は生起しなかったが，その他の課題が生起した場合
は，課題解決に向Jナてグループ編成等に違いがでてく
る＿
（2）第2段階：課題解決（予想，解決の方法の検討，実
験・調査，結果の整理）
〇第5時
1）予想を確かめる方法，ならびに解決法を考える。
第5時の授業は，一斉授業で行った、。それぞれの課
題ごとに　‾予想ニ　ー解決方法の検討」について話し合っ
－ト
、　－
①課題「握れるボールの方が遠くに投げられるのはな
ぜだろう？」の場合
子ども達は，「持ちやすいから遠くにまで投げること
ができるのではないか一　という予想を持った。J
この予想′′う；正しいかどうかを確認するためには，条
件を統一▼した．比較ノ　をする必要があるぁ　したがって，
同じ重さで大きさの条件を変えたボーールの投距離の
比較．という，実験条件を統一した解決の方法が導き
出された。この作業且　‾比較」の概念をも学ばせるこ
とこなるムニ　しかし，今回は，重さの全く同じボh－ルが
準備できなかったので，重さがほぼ同じで大きさの異
なるボールを使うことにした（ソフトボール3号（190
g），ドッジボール（25（Jg上バレーボール（280g）主
さらに，持ちやすいと遠く芸で投げられる理由を，
投球フォームの違いに見出させるための資料を得ろた
めにノ　投げる様子をVTRに撮影することにしたニ
②課題「軽いボールの方が遠くに投げられそうだ。な
ぜだろう？」の場合
子ども達は了軽い方が投げやすいからではないか」
という予想を持った＿ご
この了・想が正しいかどうかを，確認するためには，
条件を統一一一した　P比較＿　をすることが重要であること
こ気づいたこと法先に述べたとおりである′．したがっ
て，∵重さを変えて大きさをそろえたボールの投距離の
比較」という，条件を統一した解決の糸口，方法は容
易に導き出されたハ
本実践では，大きさを完全にそろえることはできなか
ったが，軟式テニスボール（10呈上　硬式テニスボール
（57g），野球ボール（142g上　ソフトボー1ル3号（190g）の
4つを使用することにしたA
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③課題「人によって投距離が違うのはなぜだろう？」
の場合
チビも達は，‾力が強いから＿「投げ方が上手だから
という予想を持ったハ
この予想が正しいかどうかを判断するためには，投
距離と力の強さとの関係の調査，ならびに投げ方調べ
という解決の方法が導き出された＿　ここでは，力の強
さを表す一つの指標として，5月に新体カテストで測
定した握力を用いることにしたて
全ての課題に対して予想を立て解決の方法を全員で
考えさせることで，問題意識が共有されたように思わ
れたぁ′　次時からは，グラウンドで投距離の測定会（比
較実験遊び）を，課題別の班ごとに分かれて実施する
ことになった′
2）比較実験遊びを実施し，実験結果を整理する。
〇第6・7時
第6・7時は比較実験遊びを実施した。課題ごとの
実験遊びの様子を下に記す。
①「握れるボールの方が遠くに投げられるのはなぜだ
ろう？」調査班
前述の3つのボーールを使って，ボーール投げ遊びを楽
しみながら投距離を実測する作業を行ったこすなわち，
ボールを投げる前にそれぞれのポールの投距離には何
倍の違いがあるかを予想させ，その答えの正確さを競
わせながら，握れるボールの方が遠くに投げられると
いうことを体験させたハ
しかし，予想はなかなか難しく，ドッジボールの投
距離がソフトボールの0．7倍と予想した女子（K＿K）が，
実際には0．66倍で，ほぼ正しく答えていたのみで，残
りの児童の予想は大きく実際と異なっていた。なかに
は，握れないボールの方が飛ばないことは認識してい
るにもかかわらず，握れないポールの投距離が握れる
ボールの投距離の1倍以上と答えた児童もおり，「何倍
か？」の意味を再確認する良い機会にもなった、＿，
比較実験遊びの結果，全員が握れないバレーボー／レ
よりも握れるソフトボールの方が遠くに投げることが
できた1この結果から，片手で握れる大きさのボール
の方が遠くに投げることができることを確認すること
ができた（表2）。つ
また，VTRに禄影した投フォームの比較から，図
3に示すように，握れるボールの方がフォワードスイ
ング期におけるボールの移動距離が大きい（長い）こ
とに気付いた。
この気づきを深めるために，本実践では図7・8に
示した砲丸投げとハンマー投げの資料等を提示し，同
じ重さの球を投げるにもかかわらず記録の大きく異な
ることの背景を考えさせることなどの活動を行ったっ
その結果，遠くに投げるには　力を長時間加えること
が重要であるという原理に認識を高めることができた1
表2　3種のボール投げの記録
名 前 ゾブ五 ㌧ ル 「 ル 守 ㌧ ル ハ’ン「ホ　 ール
D ．H 2 6 ． 9 （m ） 1 5 ． 9 （111） 1 5 ． 5 （m ）
A ．K 2 1 ． 0 1 1 ． 3 1 1 ． 6
D 、Y 2　 3 、　 8 1 0 ． 1 1 2 ． 2
rIl．M 1 ∠1． 0 8 ． 4 8 ． 4
K ．K 1 0 ． 7 7 ． 0 7 ．　 3
Y ．N 8 ．　 3 7 ， 9 6 ． 2
lLT 1 3 ， 1 6 ． 6 1 1 ． 1
平 均 1 6 ． 8 9 ． 6 1 0 ． 3
l1－1轟l
l－一拍目しないilこ－ルーtl
図3　握れるポールと握れないボールの投動作中の
ボールの移動距離の違い
②「軽いボールの方が遠くに投げられそうだ。なぜだ
ろう？」調査班
前述の4つのボールを使って，ボール投げ遊びを楽
しみながら投距離を実測する作業を通して，重さの違
いによる投距離の違いを体験させた。
すなわち，遠くに投げられる順番を予想し，その正
解の数と実際の投距離の合計をかけた得点を競わせた′
その結果，全問正解し距離の合計が71．8mであった
女子（A．0）が287．2点（4×71．8＝287，2）で，2問正
解で133mを投げた男子（M．H）（2×133＝266）よ
りも高得点を得ることができ，全体でも1位になり喜
んでいたこ．
全員の記録の合計や平均を出させて整理させた（表
3）。また，上述のように・正解の教と記録の合計をか
－36－
ける活動もさせた。さらに，図4のように折れ線グラ
フにまとめる活動もさせた、すなわち，記録の整理を
しながら，算数で学んだJ　小数の加法や乗法っ　平均の
求め方，グラフ化の学習を生かすことができたこ
また，これらの実体験に基づいた数字を例に，算数
においてこれらの内容を教えるようにするのも興味・
関心を高めるうえで有効であると考えられる′一，さらに，
結果をより一一・般化させるために図5のように記号化さ
せることもできる三㌦
このような活動を通して　‾重言れば遠くには飛ばな
いこと＿「軽すぎても飛ばないこと＿　つ＼によって一番
遠くに飛ぶボールが違うこと二　等を客観的に確認させ
ることができたこ　すなわち，遠くに投げるにはボール
に適度な重さが必要であるという原理に行き着かせる
ことができた7
表3　重さの異なるボールの投距離の記録と予想の正答数及び得点（軍再録？鮮三男
名　 前 軟式テニス 硬式テニス 野 球 ソフト3号 合　 計 平 均 正 答 数 得 点
M ．H ◎ 31．9（m） 28．7（m） ◎ 36．6（m） 35．8（m） 133．0（m） 33．3（m） 2（個 ） 266（点 ）
T．H ◎ 27．5 22．8 ◎ 31．0 28．3 109．6 27．4 2 219．2
E．S 12．1 11．1 11．8 ◎ 12．8 47．8 12．0 1 47．8
R．K 33．0 26．9 ◎ 35．0 27．4 122．3 30．6 1 122．3
Y．H 35，9 30．1 42．4 40．1 148，5 37．1 0 0
Y．M 11．1 12．8 11．6 10，2 45．7 11．4 0 0
T．Y 12．4 11．8 10．9 7．6 42．7 ． 10．7 0 0
S．A 10．7 11．1 8．7 9．5 40．0 10．0 0 0
A．0 ◎ 20．0 ◎ 13．1 ◎ 19．4 ◎ 19．3 71．8 18．0 4 287．2
K．0 16．5 14．4 ◎ 17．9 16．7 65．5 16．4 1 65，5
A．N 11．1 10．2 16．4 13．2 50．9 12．7 0 0
K．I 15，5 ◎ 16．3 16．7 ◎ 12．2 60．7 15．2 2 121．4
K．A 17．8 12．3 17．8 17．8 65．7 16．4 0 0
図4　重さの異なるボール投げの記録の比較
図5　重さの異なるボールの投距離の比較の記号化
③「人によって投距離が違うのはなぜだろう？」調査
班
握力の結果を基に，仲間の投距離を予想するボール
投げ遊びを行ったっ　すなわち，全員の握力の結果から
投距離を予想し，その正解の数を競うボール投げ遊び
であるっ　その結果、4人の記録を正解した女子（E．K）
が最高の成績であった（正解は，実測値から±1mの
範囲内とした上
握力と得られた投距離の記録は表4に，それをグラ
フに整理したものが図6である。
図6から，握力の大きい者は投距離も大きいという
比例関係三2　のあること，しかし中にはその比例関係か
らはずれる者もいることが確認された。これらの記録
の整理をする中で，より適したグラフを選択すること
が大切なことや比例関係の再確認，さらにグラフの読
みとり方などを学ぶことができたゥ　また，これらの算
数の内容が末習であれば，この活動を通して学ばせる
こともできようっ
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表4　握力から投距離の予想の一例（EKの場合）
及び実測値
名 前 握　 力 予 想 投 距 離 投 距 離 （酪 テニス）
K ．B 4 8 （kg） 2 6 （lTl） ② 2 5 ． 5 （111）
Y．0 2 1 1 7 ◎ 1 6 ． 5
R．Y 2　2 2 1 4 1． 5
Y．N 3　0 2 3 ◎ 2 2 ． 8
S．Y 3　9 2 8 3 8 ， 6
E．T 2　2 2 2 翼 ∵・H捕∵ノ
Y．0 2　3 2 8 雷 2 8 ． 4
Y．N 1 3 2 0 2 9 ． 8
E．K 2　6 1 6 2 7 ． 0
また，投球フォームの比較から，遠くに投げられる
者の投げ方とそうでない者の遣い見つ；ナを行わせた
これらの作業から投運動において，回転運動三；ノやむ
ち運動こ1を用いることの合理性に気づかせること／さ；で
きた′．
これまでに得られた各班の解決成果は，次の段階で
交流・発展させるように仕組むことがクラス全体での
学びを拡散させることなく総合するために重要である
と考えられる1
〇第8・9・10時
第8・9・10時では、グループごとに実験遊びで得
たデータの整理と，その結果を模造紙にまとめる作業
を行った一
〇第11時
本時は，各グループごとにまとめた実験結果を，発
表し合う時間としたっ　それぞれ資料を準備し，身振り
を加えながらの発表もあり，自分たちの行った実験結
写真1　ボールの移動距離の違いを説明する児童
果とそのデータから分かったことを発表した　発表会
の前に且　発表を聞いて疑問に思うことを考えておく
ように指示しておいた′　発表を聞いて出てきた新たな
疑問は次のようなものであったニ
発表会後に出た疑問
1班・・‾どうすればボー1ルの移動距離を長くで
きるかつj
2班・・「重さの違う他のボールではどうか？」
3班・・‾上手な投げ方とはどんな投げ方だろ
う？」
〇第12・13時
次の時間は，上記の新たな疑問に対して，実際に実
験・調査を行いグループごとに確かめてみることにし
た。
l班の「どうすればボールの移動距離を長くできる
か？＿　について礼　子ども達と相談しボールを入れる
ネットを使ってボールを回転させて投げてみることこ
した。
なかなか要領がつかめず難しく感じる子もいたが，
表5に示すように記録が伸びた子がほとんどであった一
二の活動から，ボールをネットに入れ移動距離を長く
して投げること且　投距離を長くすることに繋′う；るこ
とが体験された。
2班の「重さの違う他のボールではどうか？＿lとい
う疑問は，大きさはほぼ同じで重さの異なる卓球ボーー
ル（2▼5g）とゴルフボール（45g）を使用して投距紐を比
較した。その結果は，全員が重いゴルフボー1′レの方を
遠くに投げることができ，軽すぎても遠くに飛ぶわiT
ではないことが確かめられた（表6）1
3班の，「上手な投げ方とはどんな投げ方だろう？
一38一
という疑問は，遠くに投げている友達の投げ方の秘密
を見つける活動をさせた
表5　移動（ポールに力を加える）距離を長くした場
合の投距離
名　 前 バ レ ー ボ ー ル ネ ッ ト入 りハ㌧ 一志J－ル
D．H 1 5 ． 5　 cm ） 1 1 4 ． 6 （m ）
Y．LJ 1 5 ． 6 ノ 1 7 ． 0
A．K 1 1． 6 ノ 1 5 ． 6
D．Y 1 2 ． 2 記 録 な し
T．M 8 ． 4 ノ 1 7 ． 5
K．K 7． 3 ／ 1 0 ． 1
Y＿N 6． 2 ノ　　 8 ． 0
R＿T 1 3 ． 1 ／メ 1 5 ． 7
表6　重さの異なるボールの投距離の比較
名　 前 卓 球 ボ ー ル ゴ ル フ ボ ー ル
T．H 1 2 ．0　Lm ） 4 1． 0 （m ）
M fI 1 1． 4 3　6． 1
A．（〕 9 ．　2 2　3． 5
K．0 6 ． 0 2　0． 2
平 均 9，　 7 3 0 ． 2
（3）第3段階：内容の発展・総合，集約（共感・交
流）
1）内容の発展と総合
前段階において，ボーノレの大きさを変えた投距離の
実験遊びとその結果の整理を通して，握れるボールの
方が遠くに飛び，それが投動作中のボー′レの移動距離
によるものであるということの理解はできたぁ－　また，
別のグループでは，遠くに飛ぶボールは人によって違
うことや，軽いポールほど必ずしも遠くに飛ばないこ
とも体験されたこ　さらに，人によって投距離が違うこ
とに且　投げ方が関係していることも理解された。
そこで，学習の内容の発展・総合，集約の第3段階
では，2時間を使って様々な資料を提示しながら，内
容を発展させ，理解をさらに深めるとともに，クラス
全員で学習したことをクラス全員で共感・交流させよ
うとした′＿
〇第14・15時
図7・8などの様々な資料をTPで提示しながら内
容を発展させていった＿ニ
握れるボールの方が遠くに投げられる現象は，課題
解決の所でも述べたように，同じ重さの鉄球を投げる
ハンマー投げと砲丸投げの記録の違いこ　に発展させ，
遠くに投げるに：ま力を長く加える必要のあることや，
ハンマー1と砲丸の場合で且　てこ＿　の原理も背景にあ
ること1等を理解させようとしたれ　特に，ネットに入
れたボール投げをした児童は，ハンマー投げが砲丸投
げの記録より遠くに飛ぶということが，体験的に理解
できたように見受けられた．．
すなわち．ハンマー一一と砲丸の投動作中のボーールの移
動距離の違い等′うー1らrt＝mVの関係性（F．力，t：力を加え
る時間，111：投てき物の質量，V．投てき物の速度主　す
なわち速度が大きいほど物体は遠くまで移動すること
を児童の概念（式のように抽象化されなくとも）レベ
ルで理解させることができたと考えられるr
私は重さがいっしょなのに距離があんなに違うなんて不
思議でした。ほうがん投げとハンマー投げの違いは，ほう
がんは鉄を手で投げて，ハンマー投げはふりまわして飛ば
すこと。ふりまわせばまわすほど飛ぶ距離が違うってこと。
何がひもや引っ張りものをつけてまわした万がすででやる
より飛ぶんですね。（女子　K．I〕
ハンマーの動いたあと（上から見たとき）
砲丸の動いたあと（横から見たとき〉
嘩
＝11．304m
1130いり眉l云
＝45　216－m
およそ45m
およそ2▼　5m
図7　ハンマーと砲丸の移動臣巨離の比較
単車阜旦堅室町に電丸捜11且1＿32位でJ′、ンマー設けは2む虹になっているのはな宣ヱ
多くの外国人選手…3回転投法　　　室扶選手……・…4回転投法
（1．8十18）x314ズ3回転　　　　　　　　（18＋1・8）x3　－4X41訂転
33．912m　　　　　　　　　　　　　　　　　　45　216m
図8　日本記録保持者の世界ランキングの違い
また，前述のように軽いボールの方が遠くに投げら
れるとする子どもの概念は，ゴルフボール（45g）と卓球
ポール（2．5g）の投距離を比較することによって揺さぶ
ったこ　すなわち，必ずしも軽いポールの方が遠くに飛
ばないことを体験させた。
さらに，人によって投距離が遣うことには，投動作
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鍼紺紺
㍉∵㍉．‾‾
K・B解題滅
R・Y黒糸遠見』
図9　投球動作の習熟（奥野ら，1兆9より作成）
（注）図6のK．B君とR．Y君の投球フォームの
相違と一致していることを理解できる資料
パターン∵の相異（図9）も影響していることを気付
かせ，投運動の習熟に発展させた．ニ
2）内容の集約（共感・交流）
本実践プログラムでは，3つのグループの別個の課
題の解決結果は，いずれの場合も，「ボールを遠くに投
げる原理・原則Jへと集約させることができた′
筆者らは，総合学習において，このように個別に行
った各グループの解決結果が教育内容として集約でき
ることが理想であると考えているこ　しかし，総合学習
の意義を達成するた軌こ，教育内容として集約されな
い場合においても，また，過去の［這い回る経験主義＿
の歴史を繰り返さないためにも，学習集団で共に学ぶ
ことを保障しJ　各班の学習の関連性を押さえることは
重視されなければならないことを指摘しておきたい
ここで指導者の力量が問われ，また，総合学習におい
て教師の指導性が発揮できる場所であると言えるニ
以上で内容の発展・総合（集約・共感交流）が終了
したので，ここでプログラムに区切りをつけることも
可能である′
今回の実践は大単元として展開したためJ次の新た
な課題を形成させる，基本的な学習過程の第2クール
に進むことにした、
（4）第4段階：原理・原則の遊びの中での確認・応
用と新たな課題の形成
〇第16・17時
第4段階は最初のゲームで生じた課題を解決し，原
理・原則として集約された結果を応用・確認しながら
楽しませること，またJ新たな課題を形成させる段階
であるっ
本学級には，当たると痛いことを理由にドッジボー
ルを苦手としている女子が多くいた。しかし，ゲーム
後の課題形成とその解決の過程で，児童の学びが豊か
に展開することが予想されたので，本実践でこれまで
に解決し，集約された原理・原則などをドッジボール
の中で確認・応用させることにした．ニ
ここでは，まず痛くないボールを作ってドッジボー
ルを楽しむことにさせた′　作成したボールの性能や強
いポールを投げられるようになっていること，さらに
は捕球能力の違いなどから「強いボール／うミ当たって痛
い＿　という問題状況は解決されていなかった、この問
題の解決のために且　‾当てられないようこ逃げる∴
P上手な受け方∴「ボールを変える＿，「ルールを変え
ろ＿等の工夫のできることが話し合いで導き出された′、
（5）第5段階：新たな課題の解決
〇第18時
1）課題に対する予想を確かめる方法，ならびに解決
するための方法を考える。
上述したように，F強いボールが当たって痛い＿　とい
う問題状況は，ドッジボールの語意のように「逃げる
・避ける＿　三Hという工夫を生起させた1しかし，逃げ
てばかりいてはボールが獲得できず，ゲームに勝てず
に楽しめないことに気付かせ、他の解決策を兄いだす
ように，課題意識を変換させたニ
①課題「上手に受けるにはどうすればいいだろう？」
について
子ど｛）達は，自分の経験から　手を引きながらボー
ルを受ければいいのではない鉦という予想を持ったこ
この予想が正しいかどうかを確認するために，痛く
ないとする上手に受けられている者とそうでない者の
受け方の比較をすればよいことを導き出した′一
（訝課題「痛くないボールはどんな作り方があるだろ
う？l　について
子ども達は，‾中が空洞のボールや切り抜いたボール
にすれば痛くないJ等の予想を持ったっ
この予想が正しいかどうかを確認するために且　い
ろいろなボールを作って，用具（ボール）を工夫する
ことによってドッジボールをしてみることで，課題を
解決できると子ども達は考えた。
③課題「人に当てないようにすればいいのでは？」に
ついて
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リ、に当てないようにすれば痛くない」というコペ
ルニクス的発想息　子どもとの話し合いの中で出てき
十一
、
二の発想は．トンジボールでは人をゴールにしてい
るのに対して，ゴー／レを変えたゲ一一1ムの工夫に繋げろ
ことができた
2）比較実験を実施し，実験結果を整理する。
〇第19・20・21・22時
①「上手に受けるにはどうすればいいだろう？」課題
調査班
自分達で作ったボールの感触を楽しむボール投げ遊
び（キャッチボーール）の中で，手を引きながら受；ナれ
ば痛くないことを体験させた　また，上手な者は引き
ながら受けていることに気付かせたこ
引きながら受けた時と，そうでない時の衝撃の違い
について発表させることを通して，前者の方が痛くな
いのは，時間をかけて止めているからであることに気
付くこと′うミできた，－．
②「痛くないボールはどんな作り方があるだろう？」
課題調査班
まず，様々な材料を用いてボール作りを行ったっ　新
写真2　ボーリレづくりの様子と作成したボー1ル例
聞紙を丸めたもの，布を縫い合わせて作ったものなど，
様々な手作りのボールができた（写真2）次に，作り
方を工夫したボールを使ってドッジボールを楽しみな
がら，ボールの形状等と痛さの関係を体験させたこ‘∴
痛くないけどすぐこわれろもの，丈夫だけど少し痛い
もの等，様々な感想を言い合いながらドッジボールを
楽しんでいた，
・今日は，「痛くないやわらかい」という条件を持ってボ
ールを作りました。とっても早くできた。そのわりには条
件にあっていた。でもドッジボールをやってみると以外と
すくにこわれて大変だった。でも大丈天だった。ボールの
万はあまり痛くなかったので，とても楽しいドッジボール
ができた。ドッジボールで「楽しい」と言ったのは久しぶ
りでした。　　　　　　　　　　　　　　　（女子　K，A）
・今日，4時間目に体育があった。私はさらにボールの工
夫係だった。自分達が作ったボールで試してみたら重さO
K，痛さもOKでした。中は綿をビニールでくるくる巻い
ていました。それでガムテープでとめただけ。ドッジボー
ルをすると何回当てられても痛くなかった。
でも、少しもめたみたいで，話を聞いた結果，審判が必
要なことが分かった。文句を言っても解決にはならないと
思った。やっぱり楽しく取り組みたいからです。
あのボールのおかげで贈りに行くことができた。逃げる
だけではなく，相手のボールをつかむことができた。少し
でもボールが役に立ってよかった。　　　　（女子　K．1）
上記は，自分達で工夫したボーールを使ってドッジボ
ールをしたあとの感想である′．痛いからドッジボール
をするのはいやだと言っていた女子が，ボールの工夫
をすることで楽しんでゲームに参加している様子が分
かるA
ボールの特徴とそれを用いたときのゲ一一ムの様相に
ついて振り返らせ，すべてのポールがドッジボールに
ふさわしいとは限らないことが確認されたr，
③「人に当てないようにすればいいのでは？」課題調
査班
ルールを変えた新しいゲームを考え，楽しめるかど
うかを確かめることにした1
まず，子ども達は，跳び箱の上にペットボトルを置
いてそれをゴールエ7　にするゲームを考えた（図10－
a）．n　しかし，このゲームでは，ペットボトルを守ろう
としてその前に立ったり，人を当ててからペットボト
ー41一
a　ペットボトルをゴーール　　　　b　コートの一一部をゴールに　　　e　コート全体をゴール：二
にしたゲーム　　　　　　　　　　　したゲーム　し投げ合い）　　　　　したゲーム
図10　ゴーールを変える工夫の変化
ルをねらう作戦にでるゲームになり，人に当てるとい
うことはなくならなかった、
次に，子ども達は，地面をゴールとF　にしたゲームを
考えた、1最初コートをネットで2つに区切り，ゴール
となる場所を決めてそこをめが音て投げ合うゲームに
した（ドッジボールを使用）（図10－b主　しかし，守
るべき場所があらかじめ決められており得点の入らな
いゲームになり，面白みのないゲームになった
今日の体育はとても楽しかったです。少しバレーボール
に似てきたけど・・。今までになくなった問題は，「痛い」
ということです。コールが地面になったので，「痛くていや
だ」という思いはなくなりました。あとはいまいちゲーム
が楽しくできないのでそこをどうにかしていきたいです。
明日は，その問題が解決できるように次のことを気を付
けたいです。
1．みんなができる（ひまな人をなくす）
2．審判をしっかりつける
3．少し難しくする〔簡単だと楽しくないから）
（女子　KK）
ヒ記の感想にあるように，痛さをなくすという問題
は解決できたけれども，そのために作られた新しいゲ
ームを楽しむことができなければ本当の意味での解決
にはならない＿
さらこ，チビも達は．コrlト全体をゴール；こして投
げ合うゲ一一ムにしたっ　点は入るようになったが，ラリ
ーのない単調なゲームのためあまり面白くなかった（ト
ッジボールを使用）＿。
そこで，ボール操作の方法をボレー（lrOlle）有こし．ボ
ールは，ソフトバレーボールを使うことにした（図10
－C）ぁこ　その結果，今までのゲームよりゲームの課題性
が高まり楽しむことができた＿、
ぼくはルールを工天するグループに入っていていろいろ
と気ついたことがありました。それは．いくつかのゲーム
をやってみたところ，ドッジボールじゃないゲームになっ
ていたことに気つきました。でも，号までやってきてゲー
ムが面白くなったので，別のゲームになってもいいと思い
ます。
あと，今日ボレー万式のゲームをしたけと，あれはドッ
ジボールのボールを使わず，ソフトバレー用のボールを使
った万がいいということも気つきました。今度やるときに
は．もっと工夫した面白いゲームをやりたいと思います。
（男子　D▼H）
すなわち，ゴーールを変える等のルールを工夫するこ
とで痛くない楽しいゲームにすることができたのであ
るA　ルールとゲームの関係について振り返らせ，ルー1
ルを変えることでゲームが変わり，いろいろな能力の
人達が集っても．楽しむことができるゲームに作りか
えることのできることが体験を通して確認された．
（6）第6段階：内容の発展・総合，集約（共感・交
流）
〇第23・24時
第6段階では，2時間を使って様々な資料を提示し
ながら，内容を発展させ，理解をさらに深めるととも
に，クラス全員で学習したことを共感・交流させよう
とした1以下にその内容を述べるり
①内容の発展と総合
痛くないように上手に受けるにはどうすればいいだ
ろうかの解決策は，高いところから飛び降りる際の着
地時の膝の使い方やサッカーにおけるトラッピング技
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術等に発展させた、
これ且　強いボー1ルを投げろからだの動きの逆であ
ることに気付き，力積（Ft）＝運動量（luV）の関係性
の理解がより深められたと考えられる　このことは，
柔らかいボー1／レが痛くないのは，ボー′レ自身が人間の
引く動きを代行していることの理解にも繋げることが
できた′　十なわら．これらの認識且　痛くないボール
の作り方とも共感・交流させることができた
また、ボールを受けることが上手でない仲間の切実
な問題は，ゴー1ルを変えること：二よって痛くないよう
∴しようとするT夫を行うことで解決できた＿　そこに
：ま．仲間の切実な問題意識を共感する態度′う二存在して
いたと考えることができる＿
1’一ども達が発見したゴールを変える⊥夫は，歴史的
こもネイスミスが室内ゲー1ムとしてバスケットボール
を考案した際㌫「DtlCk olltlle Rock＿　という遊びを参
考にバスケットボールのゴー一一ルを水平こした工夫1等
を紹介し発展・関連させたニ　すなわち，バスケソトボ
ーールヤバレー1ボール等の誕生の経緯から，現在の姿に
変化させた先輩の努力こ気づかせ，身体運動文化の歴
史性に触れさせることもできた＿　すなわち，スポーtツ
成立の順序性の理解や，ルールを工夫してゲームが楽
しくなるように作られたことを理解させることができ
た
また．最後こスポーツの和名当てクイズを実施した－
／ヾ－スボーー′レが　′野球＿，ピンポンが　卓球＿　という和
名：二なっていること接知っている児童が多かったっ　し
かし，ドッジボーールが「避球ノ　という和名が付；ナられ
たことを知ると　避＿　の読み方・意味を知っている児
童から　なるほど！　という声が聞かれた＿　さらに，
バレーボー一一ルが　r排球一，バドミントンが　∴羽球＿，ボ
ーリングが「柱球＿　という和名であることをクイズ形
式で知らせていった＿　子ども達は楽しそうに考え言英
字に対する興味も高支ったように見受けられたム
次は．この授業後の子ども達の感想であるこ．
・今日まとめをやりました。まず先生から聞いたのは，サ
ッカーとラグビーはイギリスのスポーツの原点だというこ
とでした。ぼくはそれを聞いて「へえー。サッカーが生ま
れたのはブラジルじゃな力＼ったんだ」と思いました。次に
聞いたのは，サッカー・ラグビー・アメフトからバスケ，
バスケからハレーへと変わっていったということでした。
そのことについてぼくは「そうが。じゃあハレーからまた
何か生まれるかもしれないなあ」と思いました。最後にク
イスをしましたが，ぼくは全然当たりませんでした。
（男子　丁．M）
・今日の体音はいろいろなことを知りました。まず，サッ
カーとラグビーがもとはいっしょだったことです。全然違
うスポーツなのに，不思議だなあと思いました。次にドッ
ジボールを「選球」，バレーボールを「排球」ということで
す。一つ一つ漢字にも意味があって分かりやすかったです。
それ力＼ら音ボールがなかったとき動物のほうこうを便っ
てボール遊びをしていたこともはじめて知りました。今の
私たちじゃ．考えてみたこともないものでした良　≒封∃ほい
ろいろなことを覚えました。ボールって不思議だなあ。も
つと知りたいなあ。　　　　　　　　　　　（女子　KK）
・音のサッカーボールなどは，今のボールとは違って動物
の体の一部や木などを使っていたと先生が言いました。動
物を使うのはかわいそうだなあと忠いました。他にも，そ
の他のスポーツはどうやってできたが，というのもでまし
た。聞いたのでは，ある町のお崇りの競技力＼らラグビー，
サッカーに分かれて，サッカーをもつと良くしようとして
バスケットができ、もっと工夫してハレーになったと聞き
ました。スポーツができるのにこんなつながりがあるなん
て知りませんでした。　　　　　　　　　（女子　AO）
上記の子ども達の感想文から．自分たちの体験がス
ポーツの文化史（先人の工夫）を驚きを持って深く子
どもの心ここ刻ませたよ　に読みとれるr
②内容の集約（共感・交流）
前述したようこ，ボー1ルを上手にキャッチできるこ
とも痛くないようにする解決策：こなるが．運動能力の
向L以外にも問詰の解決策のあることにも気づかせる
ことができた1すなわち，ボールを変えたり，ルール
を変えることで痛みをなくそうとする工夫である。つ　こ
れらの工夫∴二よって，上手でない子どもの「ボールに
あたって痛い二　という切実な課題を共感・交流した中
で解決されたといえるニ
すなわち，多様な能力（個性）の仲間ともゲームを
楽しむ工夫のできることを，「痛み」をなくしたいとい
う共通の願いを基に形成された課題を共感・交流させ
る中で体験させ得たと考えられるこ
以上の新たに形成された課題の種々の解決結果は，
T先人は，ボールやルールをいろいろ工夫して遊び（ス
ポーツ）をつくった」と集約して，本プログラムを終
了した一
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感想文等の記述から，子ども達は∴ポールを投げる」
ことに関わる様々な体験を通して新しい知識を学び，
これまで持っていた認識を改めることにも繋がったと
考えられるノ　すなわち，本実践は，分かりを深め，知
識の「量的拡大」と　F質的転換」のために有効であっ
たと実践を通して，強く感じられたこ
しかし，分かりの深まりを示す重要な側面である知
識の「応用」については，時間の制約上（卒業を控え
ていたため）確認することができなかった。
また，新しいゲームを作って楽しめることができれ
ば，「知識」を「智恵」に（量的拡大・質的転換された
知識の応用）高めることができたとみることができる
と考えられたり　しかし，卒業のため，子ども達の遊び
の中で新しいゲームを作って楽しむ姿を見ることはで
きなかったrJ
しかし，本実践のあとの体育の「跳び箱運動」の授
業では，できない技があることをとらえて「ボール投
げの時のように研究したい」という感想を書いている
女子がいた。′　このことは，問題状況を解決した経験が，
別な問題に直面したとき，「研究」すれば解決できるの
ではないかという意識になっていることを伺わせたっ
Ⅳ．おわりに
（1）本論文は，「ボールを投げる＿！をテーマに2つのゲ
ーム場・面を設定して，著者らの提案する総合学習プロ
グラムの基本的学習過程を2回繰り返す大単元プログ
ラムの実践結果をまとめたものである。
（2）子ども達の記述の中に，知識の量的拡大，質的変
換があったと見られるものが数多く認められ，プログ
ラムの有効性が示唆された．ニ
（〕）身体運動文化を中核に，「ポールを投げる」という
テーマで総合学習を仕組むことは，他教科の内容につ
いても，児童の生活に根ざして，興味を持って自己の
課題解決に沿う形で自然に学ぶことのできることが示
唆された。
（4）本実践で子ども達は，「ボールを投げる」ための身
体を上手に動かす仕組みや，動く身体になること，用
具（ボール）やルールを工夫して先人は楽しいゲーム
を作ってきたことなどを体験的に学習した。すなわち，
本実践の中核として位置付けた「身体運動文化」には，
豊かな内容（物理学，生理学，歴史学等の学問）が内
在し，それを実践を通して学ぶことのできる総合文化
であり，総合学習の内容になり得ることが認められた1つ
注
注1二第教科では，資料を整理して，特徴を分かりや
すく表すような統計的な考えの基礎的な経験を持てる
ようにすることが求められている∵
注2：比例は小学校6年生で学習する．ニ．比例の意味に
ついて理解することや，簡単な場合について，表やグ
ラフを用いてその特徴を調べることが内容になってい
る’’－ニ
注3：投げる方向へステップする動作が終わると，足
腰のパワーにより胴体を回転する．一，これにより肩の速
度が大きくなる㌦
注4：むち運動とは，質量が大きく大きな力を発揮で
きる体幹部から，質量の小さい末端へと力を伝達し先
端部の速度を大きくする作用である㌦
注5：ドッジボールはその特徴から「避球」という和
名が付けられたっ　また，バスケットボールはゴールに
籠を用いていたところから「籠球J　という和名が付け
られた。その他，外国で生まれたスポーツの多くは，
その特徴を的確に表現した和名が付いている（サッカ
ー→「蹴球」，バレーボール→　T排球」J　ハンドボール
→「送球J，等主（和名の付いていないスポーツ：ソ
フトボール，ホッケー，等主　そこで，子ども達llこスポ
ーツの和名当てクイズを行い，和名として使われてい
る漢字の字義を考えさせたり，スポーツの和名を考え
させたりできる。また，和名の付いていないスポーツ
もあることから，和名を付けざるを得なかった歴史的
背景に迫ることも可能である．。
注6：重さの異なるボールを同じ高さから落としてそ
の衝撃の大きさの違いを把握することも一つの方法で
あろう．っ　その方法として，体重計のうえに同じ高さか
ら落とすこと等が考えられる。
注7：ドッジボールでは，人がゴールとなる。的あて
ゲームは，ゴールを物に変える工夫であるっ
注8：バレーボールやバドミントン等のように，ボー
ルが地面に落ちたときに得点となるゲームであるっ
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（付表1）
総合学習プログラム（高学年軋全30時間）
総合学習
の原理
教　 育　 内　 容　 と　 学　 習　 活　 動　 及　 び　 児　 童　 の　 意　 識 時間 形態と場所
課題形成
バ ウ ン ドボ ー ル ゲ ー ム をする．丁重鮮 卑疲聯 簿加圭
3 一斉
（運動場）
・数種蝮のボールでゲームをしてみる　 ま体育肴∴址 鮫 劇億」」
遠 くにはね返 る強いポール を投げたい l
課
題
解
決
課　 題 「握れるポールの方が遠くに 「軽いポールの方が遠くに投 「人によって投距雛が違う． その他の課
1 一斉
（教室）
投げられそうだ．なぜ？」 げられそうだ．なぜ？」 なぜ？」 題
予　 想 ・投げやすいから ・軽い方が投げやすいから ・力が強いから
・投げ方が上手だから
解決の
方法
・ポールの大きさを変えての
比較
・重さを変えての比較 ・力の強さとの関係
・投げ方調べ
実験 ・
・大きさの異なるボールの投 ・遠くに投げられるボールの ・握力の結果からボール投げ
2 グループ距離の違いをあてて楽しむ 順番をあてて楽しむ の記録を予想して楽しむ
調査 ∴Zオ二二本の比較をする
‘r・毎年，三ニ：一貫数∴首分率J‾
・グラフ化する （運動場）
結　 果
・握れるポールの方が遠くに ・Tち〉BB〉SB ・握力と投距離は比例する
3 グループ投げられる Or ・回転運動しむち運動・移動距離が大きい TBくBB〉Sl3才も墜∴算数∴資料の抱 で
ニ提 紫 遽 駄 楓 フ （教室）
課題の発
・ハンマーの移動距離 ・ゴルフボールと卓球ポール ・オーバーハン ドスローの動
3 グループ
（教室）
（運動場）
・てこの原理 の比較 作パターン
恒 長い空 撃 ＿こと l
「盲隼∴算鼓！樋 の計算j‾．
匝 度な重さが必要　 l 1強い至三雲 な投げ方が必要 l
Tr国語ご÷‾連動に関する漢字鉦
展 ・総合 「5年，理科∴てこの働きj‾ r体育科∴力強い動き∴巧み
と集約（共
感 ・交流）
「国語．か与だに粥する漢字」 な動きjr‾‾
．′〔家庭科∴栄養j‾＿
分かったことをまとめる活動 分かったことをまとめる活動 分かったことをまとめる活動 2 グループ
（教室）
グループごとの発表 1 一斉
rボールを遠 くに投げる原理 ・原則」 （教室）
原理 ・原
則の確認
・応用
バウンドボールゲームをして原理 ・原則の確認 ・応用をす る 2 一斉
（運動場）
課題の応
用 と新た
な形成
ドッジ ボ ー ル をする
2 一斉
（運動場）
・新聞紙でポールを作って行う （上手な受け方）
もっと楽 しく遊べ るよ うに したい
課
題
解
決
課　 題
痛くない工夫は？ その他の課
題
1 一斉
（教室）
上手な受け方 ボールを変える ルールを変える
「上手に受けるにはどうすれ 「他にどんな作り方があるん 「人にあてないようにすれば
ぱいいだろう？」 だろう？J いいのでは？」
予　 想 ・引きながら受ければいい ・中が空洞のポールや切り抜
く
・人に当てないようにする
解決の
方法
・受け方の比較 ・いろんなポールを作って ・ゴールを変える
実験 ・
調査
・受け方の比較をする ・ボールを工夫しながらドッ
ジボールを楽しむ
寸家癒縞　生蕗は鼓立つ勧め製作」
一モ5年，1－社命 一耳菓生産⊥
・ものを置いてゴールにする
・地面をゴールにする
6 一斉
結　 果 ・時間をかけてポールを止め
る
・いろんなものを材料に，い ・ゴー ルを変えたら，楽しい
ろんな作り方ができる ゲームにできた
課題の発
展 ・総合
と集約（共
感・交流）
・着地の際の膝の使い方
1時間をかけて受ける I
・サッカーボールをつかった ・バスケットボールのゴール
バスケット （DuckontheRock） （教室）
・バスケットボールの中ゴム
を使ったバ レー
・ボール変遷の歴史
陶 芸竺 竺 当
苫 訂 箆 頂 話 人ゐ生
活と胡 乱 ．・
・バスケット，バレー誕生の
経鯉
匝 苦言甜 れば楽しいI
鷺 蕃 頚 去釘
（運動場）
分かったことをまとめる活動 分かったことをまとめる活動 分かったことをまとめる活動
「先人はボールやル
グループごとの発表
ルを工夫 していろいろな遊びをつ くった （楽 しさの追求）」
1 一斉
（教室）
応用 新 しい ゲ ー ム をつくって楽しむ 3 一斉
（運動場）
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